
伊万里を舞台に描く
家族の絆の物語

世代を超えて市民に
愛される図書館へ

『広報伊万里』で振り返る１年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

　
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
も
あ
と
わ
ず
か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
広
報

伊
万
里
』
を
も
と
に
、
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

【
12
月
】

●

二
里
町
中
里
地
区
で
12
年
に
１
度
の
猿
田
彦
大
神
奉
納
『
申
相

撲
大
会
』
が
開
催
《
４
日
》

●

波
多
津
町
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
が
『
九
州
農
政
局
長
賞
』

を
受
賞
し
塚
部
芳
和
市
長
を
表
敬
訪
問
《
５
日
》

【
１
月
】

●
『
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７
』
を
開
催
《
９
日
》

【
２
月
】

●

お
笑
い
芸
人
の
キ
ン
タ
ロ
ー
。
さ
ん
に
市
観
光
大
使
を
委
嘱

　《
４
日
》

●

株
式
会
社
富
士
建
（
佐
賀
市
）、株
式
会
社
島
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
佐

賀
市
）、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
（
福
岡
市
）
と
市
が
『
災
害
時
応

援
協
定
』
を
締
結
《
６
日
》

【
３
月
】

●

市
内
各
校
へ
『
金
子
和
枝
文
庫
』
を
設
置
す
る
た
め
の
図
書
購

入
費
用
と
し
て
２
３
０
０
万
円
を
市
へ
寄
付
し
た
金
子
和
斗
志

さ
ん
（
中
井
樋
）
に
感
謝
状
を
贈
呈
《
８
日
》

●

第
１
回
市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里
の
夢
づ
く
り
』
座
談
会
を
大

川
公
民
館
で
開
催
（
10
月
ま
で
全
13
町
・
地
区
で
開
催
）。《
15
日
》

●

市
民
図
書
館
の
貸
出
冊
数
１
１
，
１
１
１
，
１
１
１
冊
を
達
成

《
18
日
》

●

波
多
津
東
幼
稚
園
の
閉
園
式
を
開
催
《
19
日
》

●

波
多
津
小
学
校
・
波
多
津
東
小
学
校
で
閉
校
式
を
開
催
（
２
校

を
統
合
し
波
多
津
小
学
校
と
し
て
４
月
開
校
）。《
25
日
》

【
４
月
】

●
『
広
報
伊
万
里
』
と
『
市
役
所
だ
よ
り
』
を
統
合
。
広
報
紙
の
発

行
回
数
が
月
１
回
に
《
１
日
》

●

第
１
期
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
委
嘱
《
１
日
》

●

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
『
第
９
回
沖
縄
国
際
映
画
祭
』
で
、
伊

万
里
を
舞
台
と
し
た
地
域
発
信
型
映
画
『
伊
万
里
の
ま
り
』
が

上
映
《
23
日
》

●

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
８
年
ぶ
り
に
改

訂
。
立
花
小
学
校
で
配
布
式
を
開
催
《
26
日
》

【
５
月
】

●

中
国
大
連
市
と
の
友
好
交
流
30
周
年
を
記
念
し
、
59
人
の
市
民

訪
問
団
を
大
連
市
に
派
遣
《
20
日
〜
23
日
》

●

日
本
航
空
株
式
会
社
と
市
が
『
包
括
連
携
協
定
』
を
締
結
《
26
日
》

広
報
伊
万
里
平
成
29
年
１
月
号
〜

12
月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事写

真
１

写
真
２

写
真
４

写
真
５

写
真
６

写
真
８

写
真
７

写
真
９

写
真
３

伊万里路を『駆ける』2

市民のハートを
フライングゲット

3

5

48 年の歴史に幕6

伊万里を元気に7

写
真
11

写
真
10

申年限定の真剣勝負1

8 4 未来を担う子どもたちへ
読書を通じて光り輝いて
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的確な防災情報を迅速に

友好交流の襷
たすき

渡しを

希少種のチョウは
地域の宝

『広報伊万里』で振り返る１年覚えていますか？ いろいろな出来事

【
６
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
《
１
日
》

●

ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
（
福
岡
市
）
と
市
が
進
出

協
定
を
締
結
《
29
日
》

【
７
月
】

●

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
市
が
『
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
健
康
増
進

に
関
す
る
連
携
・
協
力
協
定
』
を
締
結
《
３
日
》

●

熊
本
県
菊
池
市
・
熊
本
県
嘉
島
町
・
伊
万
里
市
が
『
災
害
時
相

互
応
援
協
定
』
を
締
結
《
24
日
》

●

中
国
大
連
市
か
ら
青
少
年
訪
問
団
43
人
が
来
伊
《
30
・
31
日
》

【
８
月
】

●

大
野
岳
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
繁
殖
地
を
市
天
然
記
念
物
に

指
定
《
１
日
》

●
『
第
28
回
伊
万
里
の
夏 

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
を
開
催
《
６
日
》

●

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
《
22
日
》

【
９
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
《
23
日
》

●

中
国
大
連
市
公
務
研
修
生
の
李
瑩
さ
ん
が
帰
国
《
28
日
》

【
10
月
】

●

伊
万
里
鍋
島
焼
協
同
組
合
が
鍋
島
藩は
ん

窯よ
う

秋
ま
つ
り
『
献
上
の

儀
』
で
、
島
根
県
松
江
市
の
松
浦
正
敬
市
長
に
瓶
子
（
色
絵
青

海
波
雪
輪
花
文
瓶
子
）
を
献
上
《
３
日
》

●

南
波
多
町
府
招
地
区
の
愛あ
た
ご宕

権ご
ん

現げ
ん

神
社
秋
ま
つ
り
で
『
府
招
の
浮

立
（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）』
を
奉
納
《
８
日
》

●

市
観
光
大
使
の
池
田
輝
郎
さ
ん
が
伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念

歌
『
伊
万
里
港
』
を
発
売
《
25
日
》

●
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
が
開
催
《
27
〜
29
日
》

●
『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
１
７
』・『
伊
万
里
牛
カ
ー
ニ
バ
ル

２
０
１
７
』
を
同
時
開
催
《
28
・
29
日
》

●

伊
万
里
市
出
身
の
歌
手
・
田
中
昌
之
さ
ん
に
市
観
光
大
使
を
委

嘱
《
29
日
》

【
11
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
２
０
１
７
』

を
開
催
《
３
・
４
日
》

●

市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里
、
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ｏ
株
式
会
社
、
市
の
４
者
が
『
観
光
情
報
等
地
域
情
報
の
発
信

に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
締
結
《
９
日
》

●

市
川
龍
男
さ
ん
（
立
花
町
）
が
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）

表
彰
を
受
賞
し
塚
部
市
長
を
表
敬
訪
問
《
10
日
》

写
真
16

写
真
12

写
真
13

写
真
14

写
真
15

写
真
17

14 友好交流 30 年のあゆみ

17

16

国宝松江城で『献上の儀』18

故郷の歌として永遠に
歌い継がれるように

19

半世紀の発展の歴史

日本の空を伊万里が席巻

12

15

本
紙
Ｐ
８

本
紙
Ｐ
２

本
紙
Ｐ
３
〜
５

本
紙
Ｐ
19

本
紙
Ｐ
14

← 写真：江藤俊章さん提供

写
真
18

写
真
19

市民の健康増進と
スポーツの振興を

13

11

勇壮可憐な夏の風物詩16

思いやりのある
『伊万里っ子』になって

9

10
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